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論文審査の結果の要旨 

内斜視矯正手術の長期的合併症として術後外斜視がある。術後数年から数十年か

けて過矯正がおこり発生するもので、その原因として手術された内直筋の眼球への付

着部の異常が指摘されている。申請者は当院の術後外斜視例における矯正手術時

の内直筋の付着部を slipped muscle群、stretched scar群、付着部異常のない正常群

の３群に分類した。slipped muscleは、内直筋を包む筋鞘は眼球に付着しているが、筋

実質は眼窩深部へとスリップしたもの、stretched scar は強膜への付着部と内直筋の間

に伸展した結合組織を認めるものである。3 群において術後外斜視矯正手術前後の

臨床的解析を行った。申請者は以下の結果を得た。術前の近見斜視角は slipped 

muscle 群で正常群と比較し有意に斜視の程度は強かった。術後の斜視角の 1 ヶ月あ

たりの変化量は 3群間に有意差はなかった。他覚的屈折検査では正常群でのみ術眼

で非術眼に比べ有意に遠視を認めた。立体視検査では、術前はすべての症例で立

体視を認めなかったが、術後外斜視矯正手術後には slipped muscle 群で 3 例、

stretched scar群で 1例が立体視を確認できた。正常群では立体視を得られた症例は

なかった。初回手術後の再発例を内直筋の付着異常を分類して再手術後の経過を長

期に観察した報告は過去にない。申請者らは次の興味深い知見を見出した。屈折検

査では正常群で有意に不同視の発生率が高く、また正常群のみ立体視の回復を得た

症例はなかった。これらのことから、術後外斜視の発症に関与する要素のうち機能的

な要素と解剖学的な要素は独立していることが考えられた。以上の結果は再手術症

例を多数集めること、再手術時付着部を詳細に解析し、かつ術後長期に観察すること

により判明した事実であり、臨床的に極めて重要な知見である。術後外斜視の発症機

序を知る上で重要な示唆を与える論文である。 

以上により、本論文は博士（医学）の学位の授与にふさわしいと審査員全員一致で

評価した。 
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